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■
過
半
数
が
セ
ク
ハ
ラ
相
談
 

窓
口
の

達
人
窓
口
の

達
人

インタビュー 

大阪労働局雇用均等室 
地方機会均等指導官 

四方智美氏 
 

　
「
雇
用
均
等
室
で
は
、
職
場
に
お
け
る
男
女

の
均
等
確
保
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立

支
援
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用
管
理
改

善
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身

は
三
年
前
か
ら
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
関
係
の

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
均
等
室
へ
の
相

談
は
、
二
年
連
続
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的

い
や
が
ら
せ
）
の
相
談
が
多
く
、
一
五
年
度
は

女
性
労
働
者
の
相
談
の
過
半
数
を
占
め
ま
し
た
」 

　
平
成
一
五
年
度
の
大
阪
労
働
局
の
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
関
係
の
相
談
は
、
全
体
で
一
四
八

三
件
。
女
性
労
働
者
本
人
や
家
族
か
ら
の
訴
え

が
九
五
一
件
と
全
体
の
三
分
の
二
近
く
を
占
め
、

そ
の
五
割
近
く
が
セ
ク
ハ
ラ
相
談
だ
っ
た
。
四

方
智
美
・
地
方
機
会
均
等
指
導
官
は
、
「
上
司

か
ら
の
飲
み
会
へ
の
執
拗
な
誘
い
を
は
じ
め
、

深
刻
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
セ
ク
ハ

ラ
事
例
に
あ
た
る
か
否
か
の
問
い
合
わ
せ
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
」
と
眉
を
曇
ら
せ
る 

 

セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
一
年
に
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改
正
で
二
一
条
に
防
止

に
関
す
る
事
業
主
の
雇
用
管
理
上
の
配
慮
義
務

が
課
さ
れ
て
以
降
、
俄
然
、
相
談
件
数
が
増
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
雇
用
均
等
法
関
連

の
相
談
は
、
四
人
の
職
員
が
担
当
を
割
り
振
っ

て
行
っ
て
い
る
が
、
「
セ
ク
ハ
ラ
案
件
は
全
員

で
手
分
け
し
て
担
当
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
ほ
ど
、

そ
の
多
さ
が
際
だ
っ
て
い
る
。 

 

セ
ク
ハ
ラ
の
相
談
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
ま
ず
、
会
社
の
人
事
・
総
務
部
門
に
相
談
す

る
よ
う
に
助
言
」
し
、
「
会
社
に
相
談
で
き
な

い
と
か
、
相
談
し
て
も
十
分
な
対
応
が
な
さ
れ

な
い
よ
う
な
ら
、
室
が
直
接
、
当
該
企
業
に
実

情
を
聴
き
、
会
社
と
し
て
の
防
止
対
策
を
作
成

す
る
、
個
別
の
事
業
に
迅
速
に
対
応
す
る
よ
う

行
政
指
導
し
ま
す
」
。 

 

解
決
に
導
く
コ
ツ
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
女

性
労
働
者
に
は
、
会
社
や
行
政
に
対
し
て
ど
う

し
て
欲
し
い
の
か
を
聞
く
。
精
神
面
で
傷
つ
い

て
い
れ
ば
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
同
席
し
て
確
認

し
ま
す
。
会
社
側
に
は
、
均
等
法
第
二
一
条
お

よ
び
指
針
を
説
明
し
、
会
社
の
状
況
を
聞
い
て
、

丁
寧
に
是
正
策
を
助
言
・
指
導
し
て
い
く
こ
と

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
相
談
の
基
本
姿
勢

を
堅
持
す
る
姿
勢
が
早
期
解
決
を
生
み
出
す
秘

訣
な
の
だ
ろ
う
。 

 

一
方
、
セ
ク
ハ
ラ
以
外
で
は
、
「
妊
娠
・
出

産
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱
い
に
関
す
る

相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
結
婚
を
報
告
し

た
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
へ
の
転
換
を
強
要

さ
れ
た
り
、
退
職
勧
奨
を
さ
れ
た
と
い
う
相
談

も
未
だ
に
み
ら
れ
ま
す
」
と
言
う
。
印
象
深
い

の
は
「
つ
わ
り
が
ひ
ど
い
た
め
数
日
、
休
ん
だ

と
こ
ろ
退
職
勧
奨
を
受
け
た
」
ケ
ー
ス
と
「
産

休
の
申
請
を
お
こ
な
っ
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
が
、
妊
娠
・
出
産
を
理
由
に
雇
い
止
め
を
申

し
渡
さ
れ
た
」
事
案
。
と
も
に
会
社
側
に
行
政

指
導
を
行
っ
た
結
果
、
無
事
、
継
続
勤
務
で
き

る
こ
と
で
決
着
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
大
阪
は
、
「
相
談
内
容
が
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
」
と
苦
笑
ま
じ
り
に
語

る
。
今
ま
で
に
例
の
な
い
相
談
や
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
室
内
で
の
検
討
に
と
ど
ま
ら
ず
厚
生

労
働
省
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い

と
い
う
。
さ
ら
に
、
「
こ
れ
は
大
阪
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
」
と
前
置

き
し
つ
つ
、
「
女
性
が
声
を
上
げ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
こ
と
が
相
談
件
数
増
加
の
一
因
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。
「
以
前
な
ら
黙
っ
て

我
慢
し
て
い
た
こ
と
も
、
Ｈ
Ｐ
等
で
情
報
を
調

べ
て
勉
強
し
て
相
談
に
来
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ

一
、
二
年
は
『
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
』
と
の
相
談
は
減
り
、
明
確
な
目
的
を
持
っ

て
訴
え
て
く
る
傾
向
が
強
い
。
セ
ク
ハ
ラ
だ
っ

て
、
室
に
対
し
て
『
会
社
を
指
導
し
て
欲
し
い
』

と
か
行
為
者
や
会
社
側
に
『
面
と
向
か
っ
て
謝

罪
し
て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
と
明
快
で
す
」
。 

 

昭
和
五
六
年
に
労
働
省
婦
人
局
（
当
時
）
に

入
省
。
「
均
等
法
や
育
児
・
介
護
休
業
法
が
施

行
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
通
常
業
務
の
中
で
、
ご

く
自
然
に
相
談
を
受
け
て
き
た
」
こ
と
が
今
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
人
の
悩

み
を
聞
く
こ
と
な
ど
、
「
特
に
得
意
だ
っ
た
わ

け
で
も
な
い
の
で
、
仕
事
で
こ
ん
な
に
多
く
の

女
性
の
訴
え
を
聞
く
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
と
控
え
め
に
首
を
か
し
げ
る
。 

　
そ
れ
で
も
、
「
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
人
や
個
別

紛
争
の
解
決
援
助
を
し
た
人
か
ら
、
『
解
決
し

た
』
と
連
絡
が
入
っ
た
時
が
一
番
嬉
し
い
」
と

話
す
笑
顔
は
自
信
に
溢
れ
て
い
た
。 

　
　
　
　
　
　 

　
　
（
調
査
部
　
新
井
栄
三
） 
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各
地
の
学
窓
か
ら
 

地
方
競
馬
か
ら
み
る
 

　
高
知
の
経
営
問
題
 

岡
村
和
明
　
 

（
高
知
大
学
人
文
学
部
助
教
授
） 

高　知 

　
高
知
県
の
雇
用
状
況
は
依
然
厳
し
い
。
平

成
一
四
年
度
就
業
構
造
基
本
統
計
調
査
に
よ

れ
ば
、
高
知
県
全
体
の
失
業
率
は
全
国
並
み

の
五
・
三
％
（
全
国
平
均
五
・
四
％
）
に
と

ど
ま
る
も
の
の
、
特
に
一
五
〜
二
四
歳
男
性

の
失
業
率
が
二
一
・
八
％
と
全
国
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
と
な
る
な
ど
、
若
年
失
業
が
大
変
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
失
業

問
題
を
深
刻
に
さ
せ
て
い
る
要
因
の
一
つ
は
、

雇
用
機
会
の
喪
失
で
あ
ろ
う
。
平
成
一
一
年

度
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
高

知
県
に
お
け
る
平
成
八
年
か
ら
一
一
年
に
か

け
て
の
廃
業
率
は
全
て
の
主
要
産
業
で
増
加

し
て
お
り
、
ま
た
製
造
業
お
よ
び
建
設
業
に

お
い
て
は
開
業
率
の
減
少
も
み
ら
れ
る
。 

 

そ
も
そ
も
高
知
の
場
合
、
雇
用
機
会
の
多

く
を
卸
売
・
小
売
・
飲
食
店
業
や
サ
ー
ビ
ス

業
と
い
っ
た
第
三
次
産
業
に
頼
っ
て
い
る
。

そ
の
高
知
県
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
支
え
る
産

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
稿
で
は
高
知
競
馬

に
注
目
し
て
み
た
い
。
高
知
競
馬
は
四
国
唯

一
の
競
馬
場
と
し
て
、
直
接
、
間
接
に
八
〇

〇
人
以
上
の
雇
用
機
会
を
提
供
す
る
一
大
サ

ー
ビ
ス
施
設
で
あ
る
。
特
に
最
近
の
ハ
ル
ウ

ラ
ラ
・
ブ
ー
ム
は
、
高
知
競
馬
の
存
在
を
全

国
に
知
ら
し
め
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
が
高
知
競
馬
の

顔
と
し
て
全
国
的
な
人
気
を
誇
る
一
方
で
、

高
知
競
馬
自
体
の
経
営
は
あ
ま
り
思
わ
し
く

な
い
。 

 

高
知
県
農
林
水
産
部
競
馬
対
策
室
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、入
場
人
員
お
よ
び
売
得
金（
勝

馬
投
票
券
発
売
収
入
か
ら
馬
の
出
走
取
消
な

ど
で
発
生
し
た
フ
ァ
ン
へ
の
返
還
金
を
控
除

し
た
も
の
）
は
こ
こ
数
年
（
平
成
一
〇
年
度

〜
平
成
一
四
年
度
）
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま

ず
平
成
一
〇
年
度
に
四
九
万
三
六
八
四
人
だ

っ
た
入
場
人
員
は
平
成
一
四
年
度
に
は
二
八

万
三
五
〇
三
人
へ
と
激
減
し
、
そ
れ
に
伴
い
、

売
得
金
は
平
成
一
〇
年
度
の
約
一
五
九
億
円

か
ら
平
成
一
四
年
度
に
は
約
七
七
億
円
に
半

減
し
た（
１
）
。 

 
ま
た
平
成
一
六
年
七
月
八
日
付
日
本
経
済

新
聞
に
よ
る
と
、
高
知
競
馬
の
売
上
は
ハ
ル

ウ
ラ
ラ
効
果
に
よ
っ
て
二
〇
〇
三
年
度
に
は

大
幅
な
黒
字
を
計
上
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇

四
年
度
第
１
四
半
期
（
四
―
六
月
）
の
収
支

決
算
で
は
一
二
一
二
万
円
の
赤
字
を
計
上
し

て
い
る
。 

　
そ
も
そ
も
競
馬
を
含
む
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル

の
売
上
は
こ
こ
数
年
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
上
記
の
よ
う
な
傾
向
は
高
知
競
馬
固

有
の
問
題
と
言
い
切
る
こ
と
は
出
来
な
い
で

あ
ろ
う
（
２
）
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
高
知
競

馬
固
有
の
問
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
の
よ
う

で
あ
る
。
平
成
一
四
年
一
二
月
一
六
日
か
ら

平
成
一
六
年
七
月
二
日
の
高
知
新
聞
紙
上
に

掲
載
さ
れ
た
「
『
高
知
競
馬
』
と
い
う
仕
事
」

と
い
う
特
集
記
事
の
中
で
、
高
知
県
・
高
知

市
に
よ
る
杜
撰
な
競
馬
経
営
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
負
担
が
現
場
の
騎

手
、
厩
務
員
、
調
教
師
に
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
る
実
態
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

　
高
知
競
馬
の
例
も
含
め
て
、
高
知
県
を
覆

っ
て
い
る
慢
性
的
な
経
済
問
題
の
根
底
に
あ

る
の
は
や
は
り
「
経
営
」
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

せ
っ
か
く
豊
か
な
天
然
・
人
的
資
源
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
も
う
ま
く
活
か
し

き
れ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
「
国
民

休
暇
県
」
と
い
う
看
板
を
掲
げ
て
い
る
も
の

の
、
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
人
が
認
識
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ま
ま
赤
字
が
続
け
ば

高
知
競
馬
の
廃
止
は
必
至
だ
が
、
「
高
知
競

馬
」
の
将
来
も
短
期
的
な
収
支
決
算
上
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
「
国
民
休
暇
県
」
と
し
て

の
長
期
的
な
戦
略
上
の
問
題
と
し
て
考
え
れ

ば
ま
た
別
の
道
が
見
え
て
く
る
よ
う
な
気
が

す
る
の
だ
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

（
１
） 

詳
し
く
は 

http://w
w
w
.pref.kochi.jp/ 

̃nousei/norinbu/keiba/keiba.htm

を
参
照
さ
れ

た
い
。 

（
２
） 

こ
の
点
は
、
岩
崎
徹
「
日
本
経
済
を
映
す
日

本
の
競
馬
」
経
済
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
〇
四
年
八
月
号
を

参
照
さ
れ
た
い
。 

岡
村
和
明
（
お
か
む
ら
・
か
ず
あ
き
） 

　
労
働
経
済
学
専
攻
。
主
な
論
文
に
「
日
本

に
お
け
る
コ
ー
ホ
ー
ト
・
サ
イ
ズ
効
果
―
キ

ャ
リ
ア
段
階
モ
デ
ル
に
よ
る
検
証
」
『
日
本

労
働
研
究
雑
誌
』
二
〇
〇
〇
年
八
月
号
な
ど

多
数
。
同
論
文
は
、
労
働
関
係
論
文
優
秀
賞

（
第
二
回
）
を
受
賞
し
て
い
る
。 
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私のこの一冊 

私　の　こ　の　一　冊 

『見えざる顧客（Service Within）』 

P r o f i l e

尾野　博（おの・ひろし） 
マンパワー・ジャパン社長 

カール・アルブレヒト著  
日本能率協会（1991年発行） 

1940年神戸市生まれ。63年に同志社大学経済学部を卒業、日本コカ・コーラ
に入社。カナダ・コカ・コーラ社勤務後、関東地区営業統括部長に就任。88年
にマンパワー・ジャパン入社、マーケティング本部長などを経て、91年に代表
取締役社長に就任。98年から今年5月まで、日本人材派遣協会会長。 

　
一
三
年
前
に
書
か
れ
た
本
で
あ
る
が
、

今
で
も
新
鮮
な
響
き
を
持
っ
て
い
る
。

顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
、

書
棚
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
一
番
多
い

本
で
あ
る
。
今
や
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
み
な
ら

ず
、
製
造
業
務
に
と
っ
て
も
不
可
欠
な

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
領
域
で
あ
る
。
著

者
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
優
れ
た
サ
ー

ビ
ス
（
高
い
顧
客
満
足
の
提
供
）
は
、

ど
の
よ
う
な
組
織
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

の
か
に
つ
い
て
、
深
い
見
識
を
示
し
て

い
る
。 

 

「
組
織
の
外
部
、
即
ち
、
顧
客
に
対

し
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と

思
え
ば
、
先
ず
組
織
内
部
に
優
れ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
の
確
立
が

不
可
欠
」
と
指
摘
し
て
止
ま
な
い
。
「
ま

た
、
企
業
内
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
は
、
全

て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
顧
客
と
い
う
関
係
で
成
り
立
っ

て
い
る
」
と
説
い
て
い
る
。
即
ち
、
企

業
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
は
、
最
終
的
に
外

部
顧
客
に
満
足
を
提
供
す
る
た
め
に
、

何
ら
か
の
業
務
が
為
さ
れ
、
そ
の
過
程

で
他
の
部
門
に
支
援
を
依
頼
す
る
状
況

に
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
状
況
を
「
内
部

顧
客
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
従
業
員
が

内
部
顧
客
を
重
視
し
な
い
限
り
、
真
の

顧
客
志
向
企
業
に
は
な
り
得
な
い
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
従

業
員
が
会
社
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
い
る

と
の
実
感
を
持
つ
こ
と
が
重
要
な
条
件

と
な
る
。
従
業
員
が
そ
の
よ
う
な
実
感

を
持
て
ば
、
顧
客
志
向
の
企
業
文
化
確

立
の
条
件
も
揃
う
こ
と
と
な
る
。
換
言

す
れ
ば
、
「
経
営
幹
部
が
従
業
員
を
大

切
に
し
な
け
れ
ば
、
従
業
員
は
内
部
、

外
部
顧
客
を
大
切
に
は
し
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
従
業
員
が
自
分
達
は

大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
会
社
を

誇
り
に
思
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
顧
客
に

も
「
満
足
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
心

か
ら
願
う
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
共
感
を
覚
え
る

方
も
多
い
は
ず
で
あ
る
。 

 

こ
の
本
は
、
や
や
も
す
る
と
内
向
的

で
自
ら
の
活
動
状
況
に
の
み
目
を
向
け

て
い
る
支
援
部
門
を
サ
ー
ビ
ス
志
向
、

顧
客
志
向
へ
変
え
て
い
く
、
力
強
い
変

化
を
起
こ
す
た
め
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

プ
ロ
セ
ス
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。 

 

リ
ス
ト
ラ
が
厳
し
く
行
わ
れ
て
い
る

現
在
、
ま
た
真
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
今
、
経
営
幹
部
、

管
理
職
者
と
従
業
員
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
（
一
体
感
）
を
ど
う
実
現
し
て

行
け
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
示
唆
を

得
る
上
で
も
一
読
の
価
値
が
あ
る
も
の

と
思
う
。 
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Business Labor Trend  2004.9

　就職活動の前でたちすくむ若者、就職にも進学
にも希望を失っている若者がここ数年で激増して
いるという。フリーターならコンビニやファミレ
スで目につくが、「ニート」と著者たちが呼ぶ、
フリーターでも失業者でもない若者は、どうして
も見えにくい。ニートの激増が経済状況ではなく、
少子化社会・教育問題等の社会的基盤に主原因が
あれば、本書で紹介されている兵庫県や富山県の
努力には胸を熱くさせるものがあるが、短期間で
の著しい改善は困難であろう。ともかく、フリー
ターの陰に隠れて見えにくかった事象を真正面か
ら取り上げた本書の功績が消え去ることはない。 

　賃金センサスと毎月勤労統計は、わが国を代表
する二大賃金統計である。その規模や結果の正確
性、詳細性は「世界一流」との評価もある。成果
主義・年俸制がトレンドとはいえ、賃金実務の担
当者が世間相場を無視して、従業員全体の賃金総
額（平均賃金水準）や個別の賃金を決めることは
困難だ。そのとき最も有力な資料となるのが両統
計。大まかに言えば、賃金動向を見るときは毎勤
統計、個別の変化や格差を見るときは賃金センサ
スを利用することになる。この二大統計の概要・
読み方・使い方を、かつて両統計に関わった著者
がわかりやすく解説する。数字の羅列でしかなか
った統計表から、新たな発見を導き出してくれる。 

　社会学部を卒業していながら、社会学にはいま
だなじめないものがある。それでも本書を手に取
ったのは、仕事上の根回しや人間関係などの情実
の世界に埋没していると、時には学問の香りもか
いでみたいと血迷った結果である。しかし、連日
のノミニュケーションでにごった頭では、到底本
書に収録された力作（と思われる）論文は味読不
可能である。ただ、現代の若き社会学者が、どの
ような社会事象に関心をもって研究しているかが
俯瞰できる。それぞれの著者が題材として掘り下
げた各事象の井戸（友達親娘、中学受験、インタ
ーネットなど）の中から空の青さは見えたであろ
うか。 

厚生統計要覧 平成15年度／厚生労働省大臣官房統計情報部（厚生統計協会・本体価格2,800円） 
平成15年賃金構造統計調査報告／厚生労働省大臣官房統計情報部（厚生労働省大臣官房統計情報部） 
仕事は金じゃない!（破天荒2）／ケビン＆ジャッキー・フライバー（日経BP社・本体価格1,800円） 
仕事をとるには、どうするか／阿部幾応（碧天舎・本体価格1,300円） 
2004年版 日本労働年鑑／法政大学大原社会問題研究所（旬報社・本体価格15,000円） 
ワーキング・イン・アメリカ／P.オスターマン・T.A.コーキャン他（ミネルヴァ書房・本体価格3,500円） 
希望の仕事論／斎藤貴男（平凡社・本体価格720円） 
雇われないで生きよう!／高橋幸司（PHP研究所・本体価格1,300円） 
コーポレート・ガバナンスと従業員／稲上毅・森淳二朗（東洋経済新報社・本体価格3,600円） 
タイ人と働く／ヘンリー・ホームズ他（めこん・本体価格2,000円） 
上司は思いつきでものを言う／橋本治（集英社・本体価格660円） 
仕事と生活が壊れてゆく／『経済』編集部（新日本出版社・本体価格1,700円） 
現代ミクロ組織論／二村敏子（有斐閣・本体価格2,400円） 
ナチズムと労働者／原田昌博（勁草書房・本体価格5,500円） 
経営と労働の明治維新／西成田豊（吉川弘文館・本体価格5,000円） 
ILO：労働組合とジェンダー平等／木村愛子（日本ILO協会・本体価格2,200円） 
［改訂版］労務管理論／佐々木常和（西日本法規出版・本体価格2,000円） 
新任マネジャーの行動学／山本紳也・鳥谷陽一（日本経団連出版・本体価格1,300円） 
独立行政法人のための労務管理ハンドブック／中町誠・石井妙子・中井智子（三協法規・本体価格2,800円） 
［改訂版］年次有給休暇取得促進好事例集／厚生労働省労働基準局賃金時間課（全国労働基準関係団体連合会・本体価格1,500円） 
［平成16年改訂版］労災認定早わかり／厚生労働省労働基準局労災補償部補償課（三信図書・本体価格2,800円） 
［改訂増補］林業・建設業の労災保険率適用必携／厚生労働省労働基準局労災補償部労災管理課（労務行政・本体価格3,619円） 
労災保険収支改善推進事業の展開／厚生労働省労働基準局（労務行政・本体価格4,476円） 
新時代の個別的労使関係論／野瀬正治（晃洋書房・本体価格2,300円） 
韓国の企業社会と労使関係／朴昌明（ミネルヴァ書房・本体価格3,500円） 
平成16年版全国主要労働組合一覧／労務行政（労務行政・本体価格4,476円） 
EUの男女均等政策／柴山恵美子・中曽根佐織（日本評論社・本体価格3,000円） 
語りつぎたいこと／塩沢美代子（ドメス出版・本体価格2,200円） 
ソニーな女たち／多賀幹子（柏書房・本体価格1,300円） 
生活者と企業の豊かな関係をつくる女性たち／日本ヒーブ協議会（新水社・本体価格1,700円） 
平成16年版 男女共同参画白書／内閣府男女共同参画局（国立印刷局・本体価格2,572円） 
世界のポジティブ・アクションと男女共同参画／辻村みよ子（東北大学出版会・本体価格2,200円） 
女性の就業と親子関係／本田由紀（勁草書房・本体価格3,100円） 
平成16年版 高齢社会白書／内閣府（ぎょうせい・本体価格1,800円） 
高齢化社会と財政再建の政策シミュレーション／本田豊（有斐閣・本体価格3,500円） 
ユニバーサルサービス／井上滋樹（岩波書店・本体価格1,800円） 
2004年版 人材派遣白書／日本人材派遣協会（東洋経済新報社・本体価格1,800円） 
中国の職業教育拡大政策／劉文君（東信堂・本体価格5,048円） 
キャリア形成・就職メカニズムの国際比較／寺田盛紀（晃洋書房・本体価格2,900円） 
世にも奇妙な職業案内／ナンシー・リカ・シフ（ブルース・インターアクション・本体価格1,900円） 
2005年度版 国際派就職事典／畑邊康浩・大矢知美和・門脇優介他（アクロ・本体価格1,200円） 
裏のハローワーク／草下シンヤ（彩図社・本体価格1,200円） 
なにわ職もよう／朝日新聞大阪本社社会部（新風書房・本体価格1,300円） 
職務満足感と心理的ストレス／島津美由紀（風間書房・本体価格5,500円） 
福祉の時代の心理学／今城周造（ぎょうせい・本体価格2,381円） 
Aクラス人材の育成戦略／関島康雄（日本経団連・本体価格1,800円） 
箇条書き 労働法の実務／佐々木力（中央経済社・本体価格2,800円） 
労働条件変更紛争の解決プロセスと法理／大内伸哉・山川和義（日本労務研究会・本体価格4,000円） 
［改訂版］人事スタッフのためのすぐに役立つ労働法／安枝英　（経営書院・本体価格2,000円） 
［第3版］インターネットと法／高橋和之・松井茂記（有斐閣・本体価格2,500円） 
［第2版］新民事訴訟法講義／中野貞一郎・松浦馨・鈴木正裕（有斐閣・本体価格4,500円） 
平成16年版 労働安全衛生規則／厚生労働省安全衛生部（中央労働災害防止協会・本体価格2,400円） 
［改訂版］労働安全衛生法違反の刑事責任／寺西輝泰（日労研・本体価格2,500円） 
［四訂新版］建設労働者雇用改善法の解説／厚生労働省職業安定局建設・港湾対策室（労務行政・本体価格4,286円） 

わかりやすい新・裁量労働制／厚生労働省労働基準局賃金時間課（労務行政研究所・本体価格2,667円） 
初めてでもよくわかる小さな会社の労働基準法と就業規則の実務／藤永伸一（日本実業出版社・本体価格1,300円） 
［増補版］解雇法制を考える／大竹文雄・大内伸哉・山川隆一（勁草書房・本体価格3,800円） 
［改訂8版］採用から解雇、退職まで／厚生労働省労働基準局監督課（労働調査会・本体価格2,500円） 
コピーで使える様式集<労働基準法>／厚生労働省労働基準局監督課（三信図書・本体価格3,333円） 
社員の健康管理と使用者責任／岩出誠（労働調査会・本体価格2,500円） 
［改訂5版］労働者派遣法入門／吉川照芳（経営書院・本体価格2,200円） 
疑問・トラブルにこの1冊! 派遣労働法便利事典／小見山敏郎（こう書房・本体価格1,500円） 
最高裁判所判例解説 平成12年度 上下／法曹会（法曹会・本体価格4,050円（上）3,573円（下）） 
ライフ・サイクルと社会保障／岡崎昭・菅沼美香（晃洋書房・本体価格2,400円） 
福祉国家と社会権／竹内真澄（晃洋書房・本体価格2,800円） 
福祉国家の一般理論／ポール・スピッカー（勁草書房・本体価格3,500円） 
福祉国家/社会的連帯の理由／斎藤純一（ミネルヴァ書房・本体価格3,500円） 
福祉政策と福祉法制／武藤忠義・安藤隆年・小島和貴（角川学芸出版・本体価格2,700円） 
ソーシャルワークの作業場／須藤八千代（誠信書房・本体価格1,400円） 
社会福祉概論／『新版・社会福祉学習双書』編集委員会（全国社会福祉協議会・本体価格2,000円） 
国際社会福祉論／川村匡由（ミネルヴァ書房・本体価格2,700円） 
社会福祉の基礎と実際／米山岳廣・小野剛（文化書房博文社・本体価格2,000円） 
日本型福祉社会の展望／吉村不二夫（学会出版センター・本体価格2,200円） 
事例で考える 介護職と医療行為／大平滋子・野崎和義（NCコミュニケーションズ・本体価格2,000円） 
［第2版］世界の福祉／久塚純一・岡沢憲芙（早稲田大学出版部・本体価格2,800円） 
アメリカの対人援助専門職／宮本義信（ミネルヴァ書房・本体価格2,500円） 
ホームレスと住まいの権利／日本住宅会議（ドメス出版・本体価格3,200円） 
How to 生活保護／安仁屋衣子・鎌田啓子・川村幸子（現代書館・本体価格1,800円） 
変化する社会と家族の役割・価値／西村洋子（学文社・本体価格2,500円） 
2004年版 市場占有率／日経産業新聞（日本経済新聞社・本体価格1,500円） 
構造改革下における日本企業のダイナミズム／内閣府経済社会総合研究所（国立印刷局・本体価格2,500円） 
2004年版 ものづくり白書／経済産業省・厚生労働省・文部科学省（ぎょうせい・本体価格3,429円） 
会社が潰れるとき／草刈克二（日経BP社・本体価格1,500円） 
企業経営とビジネスエシックス／広島大学大学院マネジメント専攻（法律文化社・本体価格2,400円） 
企業システムの経済学／宮本光晴（新世社・本体価格2,500円） 
現代企業組織のダイナミズム／池本正純（専修大学出版局・本体価格3,800円） 
中国における日系企業の経営現地化／古田秋太郎（税務経理協会・本体価格3,200円） 
現代アメリカ企業経営史／井上昭一（ミネルヴァ書房・本体価格4,000円） 
ベトナム/市場経済化と日本企業／関満博・長崎利幸（新評論・本体価格4,500円） 
事業再生と敗者復活／八木宏之（講談社・本体価格700円） 
世紀転換期の起業家たち／武田晴人（講談社・本体価格1,900円） 
CSR企業の社会的責任／日本規格協会（日本規格協会・本体価格2,300円） 
プロフェッショナルマネジャー／ハロルドS.ジェニーン＝A.モスコー（プレジデント社・本体価格1,333円） 
企業の社会貢献とコミュニティ／三浦典子（ミネルヴァ書房・本体価格4,200円） 
平成16年版 公務員白書／人事院（国立印刷局・本体価格2,400円） 
2004年版 若者ライフスタイル資料集／生活情報センター編集部（生活情報センター・本体価格14,800円） 
2004 アジア動向年報／アジア経済研究所研究支援部（アジア経済研究所研究支援部・本体価格6,300円） 
ボランティア・NPOの組織論／田尾雅夫・川野祐二（学陽書房・本体価格2,000円） 
教職と人間形成／長尾和英（八千代出版・本体価格2,500円） 
［第2版］NPO入門／山内直人（日本経済新聞社・本体価格830円） 
政策形成の過程／C.E.リンドプロム=E.J.ウッドハウス（東京大学出版会・本体価格3,000円） 
社会運動という公共空間／曽良中清司・長谷川公一他（成文堂・本体価格3,000円） 
2004 インターネット白書／インターネット協会（インプレス・本体価格6,800円） 
教育とはなんだ／重松清（筑摩書房・本体価格1,600円） 
被差別部落の風景／西田英二（明石書店・本体価格2,500円） 
平成16年版 青少年白書／内閣府（国立印刷局・本体価格2,600円） 
政策科学の基礎とアプローチ／村松白皓・川口清史（ミネルヴァ書房・本体価格3,200円） 

『ニート―フリーターでもなく失業者でもなく』 
玄田有史・曲沼美恵 著 
（幻冬舎、本体1,500円） 

『賃金センサス・毎勤統計活用の手引』 
中村建策・古田裕繁 著 

（労働法令協会、本体1,905円） 

『21世紀の現実-社会学の挑戦』 
宮台真司・鈴木弘輝 編著 

（ミネルヴァ書房、本体2,600円） 


